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学校名 広島県立黒瀬高等学校 校 長 藤田 春恵 生徒指導主事 藤本 倫考 

取組事例名 『障がい福祉を学ぶ日への継続的な取組～地域共生社会の実現』 

１ 取 組 の 設 定 

取 組 を 実 施 す る 意 図 及 び ね ら い 取 組 を 通 し て 育 て た い 児 童 生 徒 像 

・障がい福祉について体験することにより自分に

できることを見付ける。 

・支え合う地域を創るために、自分自身が地域共

生社会を創る大切な一人であることを知る。 

・「地域共生社会」について理解できる。 

・「障がい福祉」「障がい者」について、正しく理

解できる。 

・「障がい者と共にできる健康づくり」について自

分に何ができるのか考えることができる。 

２ 展 開 

取 組 の 具 体 的 内 容 取 組 の 創 意 工 夫 

「障がい福祉の日」として、地域関係者の協力を得て、全

校生徒が体験活動を行い、自分に何ができるのかを考え

た。 

○交流会･･･普通科１年生が総合的な探究の時間で企画した

ゲーム（射的、風船バレーなど）で、黒瀬町内にある２施

設（社会福祉法人倫、社会福祉法人太陽の町）の障がい者

の方を招待して交流した。福祉科１、２年生が介助を行っ

た。 

○福祉ウォーク･･･福祉科１、２年生が介助しながら体育館

をウォーキングしたのち、プロ講師によるリズム体操を行

った。 

○講演会･･･普通科２、３年生が広島県パラスポーツ協会の

方から、「障がい者理解とパラスポーツ」についての講演

を聴講した。 

○体験学習･･･普通科２年生がボッチャ、３年生が様々な車

椅子を体験し、福祉科３年生が補助した。 

１年 ２年 ３年 

普通科 福祉科 普通科 福祉科 普通科 福祉科 

交流会 交流会 講演会 交流会 講演会 補助 

振り返り 福祉ウォーク 体験学習 福祉ウォーク 体験学習 

＜関係団体＞東広島市黒瀬支所、社会福祉協議会黒瀬支所、黒瀬生涯

学習センター、東広島市教育文化振興事業団、広島国際大学、社会

福祉法人倫、社会福祉法人太陽の町、東広島市スポーツ推進委員、

東広島市社会福祉協議会、公益財団法人広島県パラスポーツ協会 

生徒にめあてをも たせるために 

普通科の生徒には交流会の企画にあた

り、施設の方に「障がい者との共生」に

ついて講演していただいた。 

福祉科の生徒は日々の学びで得たもの

を普通科の生徒に実践して見せるため、

どのように伝えるか綿密に準備した。 

生 徒 の 意 欲 を 高 め る た め に 

交流会の準備段階で、グループで企画

したゲームの内容について、東広島市黒

瀬支所、市社協、広島国際大、市事業団

の方に実演して見ていただき、難易度や

進行についてアドバイスをいただいた。 

 

生徒の頑張りを認め、価値付けるために 

振り返りを行い、達成感を感じたこと

や、施設の職員の方の謝辞、施設利用者

からのお礼状（後日）などを共有した。 

福祉科の生徒は、日頃の成果を普通科

の生徒や来校された方に披露することで

自信につながった。 

３ 成 果 と 課 題 

交流会について施設の方から「提供するという考えでなく一緒に参加して楽しんでほしい」との要望

から、企画の段階でどのように参加していくか試行錯誤を重ねた。親しみを持ってもらうために名札を

作成したり、どうすれば一緒に楽しめるか企画を工夫した。生徒にとっては初めての体験で躊躇する場

面が多かったが、徐々に慣れて互いに笑顔が見られるようになった。この交流会の企画、運営を通じて

障がいに対する正しい理解や配慮など貴重な経験をすることができた。 

ホームルーム活動  学校行事 生徒会活動 別紙様式１  〇 


